
出資法人等経営お兄報告書

１

　

作成年月日及び担当部署

　

作成年月日

　　　

令和５年８月２４日

　　　

担当部署 農林水産部

　

農政課

※以下は令和５年３月３１日現在の内容です

２ 法人等の概要

法

　

人

　

名 公益財団法人 大島農業振興公社

代

　

表

　

者

理事長

　

丸山

　

晴己

鰯

　

常

　

勤

　　　

□

　

非常勤 圏

　

プロハー

　　

□

　

市兼務

　　

□

　

その他

所

　

在

　

地 新潟県上越市大島区ニケ鼻２６４９番地

設立年月日 平成６年３月７日

基

　

本

　

金 ５１，０００千円

　　　　　　

市出絹割合

　

１

　　　　　

９８．ｏ％

設立目的
上越市大島区の区域における農業の担い手の育成、農作業の支援等を行うこと
により、 中山間地域の農業生産の維持及び向上並びに農地の効率的利用を図り、
もって、 大島区の区域の農業振興に寄与する。

主な事業

｛１１農業の担い手の育成に関する事業
｛２）農作業の支援に関する事業

（３〉農用地の保全に関する事業
｛４消すｉ３号に掲げる事業に関する情報の収集及び提供に関する事業
｛５｝農地の有効利用及び効率的な使用を促す農地の貸し借り等権利調整に関する事業
｛６）技術習得等を目的とした研修等事業

｛７｝その他この法人の日的を達成するために必要な事業

３

　

役員数

（単位：人）
＼＼
＼＼＼ 常勤 非常勤 計

内訳
プロハー 市兼務 その他

理事 １１ ６ ７ ７ ０ ０

監事 ０ ２ ２ ２ ０ ０

計 １１ ８ ９ ９ ０ ０

４

　

職員数

計
内訳

プロパー 市兼務
正社員 ４ ４ ０

その他 Ｉ Ｉ ０

計 ５ ５ ０
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５

　

事業実績（概要）

【令和４年度の経営状況】

　

経常収益は、生育不良による米の収量減や少雪による除雪作業の収益減などにより、 前年度と

比較して７，３２９千円減の５３，８０９千円となりました。

　

経常費用は、安価な肥料に見直したことに加え、機械類の修繕費の減少などにより、前年度と

比較して５，３４６千円減の５８，５２２千円となりました。

　

全体収支としては、 当期一般正味財産増減額と当期指定正味財産増減額の合計３，３４０千円の赤

字であり、 正味財産期末残高は８２，１０６千円となりました。

【令和４年度の主な取組】

○農作業支援事業

　

・基幹農作業受託事業

　

小規模・高齢農業者を支援し、荒廃農地の発生を防止するため、次の農作業を受託しました。

項

　

目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

耕

　

う

　

ん ４．９

　

ｈａ ５．８

　

ｈａ ３．６

　

ｈａ

代

　

か

　

き ６．８

　

ｈａ ４．８

　

ｈａ ５．７

　

ｈａ

田

　　

植 ４．６

　

ｈａ ４．ｌ

　

ｈａ ３．３

　

ｈａ

刈

　　

取 １０．４１１ａ ７．７

　

ｈａ ７．３

　

ｈａ

合計（延べ面積） ２６．７

　

ｈａ ２２．４

　

ｈａ １９．９

　

ｈａ

地域農業活性化事業

担い手への農地集積を推進するとともに、受け手がない農地は公社で管理耕作を行いました。

１貞

　

同 令禾［１２年度 令和３年度 令和４年度

借

　

入

　

面

　

積 １４．６１１ａ １３．５

　

ｈａ １２．２１１ａ

公社籾省三面積

（水稲作付面積）

　

１２．５

　

ｈａ

（１２．ｏｈａ）

　

１３．ｌ

　

ｈａ

（１３．ｌ

　

ｈａ）

　

１１．８

　

ｈａ

（１１．８ｈａ）

　

水稲収穫量

（ｌｏａ当たり収量）

　

６１．ｏｔ

（８．５俵）

　

６８．ｏｔ

（８．６俵）

　

５７．ｏｔ

（８．１俵）

○園芸事業

　

・花苗は、 サルビアやパンジーなどを温室２棟で生産しましたが、 一般卸の減少などにより、

　

売上高は前年度と比較して３２８千円減の４，４５４千円となりました。

　

・自然薯は、 作付面積を徐々に拡大しており、 売上高は前年度と比較して２０３千円増の７５１千

　　

円となりました。

　

・アスパラガスは、 植替え期を迎え、 前年度にほぼ終了したことから、 新たに白小豆の試験栽

　

培に取り組みましたが、 乾燥や選別作業などのコスト面で課題が残る結果となりました。

　

・ネギは、 作業コストを考慮して作付面積を若干縮小したことから、売上高は前年度と比較し

　　

て２４千ｒｒｌ減の１４４千円となりました。

　

・白菜は、令和４年度から新たに学校給食用としての出荷に取り組むため、作付面積を拡大し、

　

売上高は前年度と比較して３４千円増の１７３千円となりました。
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区

　　

分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高

　

合計

　

花苗 （一般卸・ｊＡ出荷）

　

花苗 （公共花壇）

　

自然薯

　

アスパラガス

　

ネギ

　

白菜

　

白小豆

６，９９７千円 ６，２５４千円 ５奇４７千円

花苗 （一般卸・ｊＡ出荷） １，１６０千円 １，４９４千円 １，３１５千円

花苗 （公共花壇） ３，５３２千円 ３，２８８千円 ３，１３９千円

自然薯 ５９１千円 ５４８千円 ７５１千円

アスパラガス １，６０９千円 ６１７千円 ２５千１９

ネギ 一千円 １６８千円 １４４千円

白菜 １０５千円 １３９千円 １７３千円

白小豆 一千円 一千円 一千円

※花苗 （公共花壇） には、植栽管理受託収益は含めていない。

　　

※白小豆は販売収入が令和５年４月以降に．なったため、 令和４年度収入に計１‐；していない。

０地域マネジメント組織への支援

　

集落を超えて地域の課題に取り組む組織 （中－」－－間地域等直接支払交付金：１３支部、多面的機

　

能支払交付金：１０組織） を支援しました。
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６

　

財務状況（税抜）

項

　

目

　　

令和２年度

目

　

令和２年４月１日

至 令和３年３月３１日

　

令和３年度
白

　

令和３年４月１日

至 令和４年３月３１日

　　

令和４年度

目

　

令和４年４月１日

至 令和５年３月３１日

正
味
財
産
増
減
計
算
堂

一般正味財産増減の部

　

経常収益

　　

基本財産運用益

　　

特定資産運用益

　　

受取会費

　　

事業収益

　　

受取補助金等

　　

その他経常収益

　

経常費用

　　

事業費

　　

管理費

　

当期経常増減額

　

経常外収益

　　

経常外費用

　

当期経常外増減額

　

税弓隔り当期一般

　

正＃±；御室者“●‘ず

　　

法人税等

　

当期一般正味財産増減額

　

一般正味財産期首残高

　

一般正味財産期末残高

経常収益

　

基本財産運用益

　

特定資産運用益

　

受取会費

　

事業収益

　

受取補助金等

　

その他経常収益

６２，８６０ ６１，１３８ ５３，８０９

基本財産運用益 ５ Ｉ

特定資産運用益 ０ ０ ０

受取会費 ０ ０ ０

事業収益 ５７，０３４ ４８，８１７ ４１，９４３

受取補助金等 ５，２６４ １１，４９３ １１，０９８

その他経常収益 ５５７ ８２７ ７６７

経常費用

　

事業費

　

管理費

６３，３７９ ６３，８６８ ５８，５２２

事業費 ６０，９３５ ６１，６４７ ５６，７０１

管理費 ２，４４３ ２，２２１ １，８２１

当期経常増減額 △５１９ △２，７３０ △４，７１３

経常外収益 １，９５８ １，６８６ １，７０５

経常外費用 ０ １９１ ０

当期経常外増減額 １，９５８ １，４９５ １，７０５

税弓隔り当期一般
正畦財産者“●‘ず １，４３９ へ１．つｑ △３，ｎ

ｒｌ只

法人税等 ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 １，４３９ △１，２３５ 乙３，００８

一般正味財産期首残高 ３２，９５１ ３４，３９１ ３３，］５５

一般正味財産期末残高 ３４，３９１ ３３，１５５ ３０，１４７

指定正味財産増減の部

　

当期指定正味財産増減額

　

指定正味財産期首残高

　

指定正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額 △８９０ △６４５ △３３２

指定正味財産期首残高 ５３，８２５ ５２，９３５ ５２，２９１

指定正味財産期末残高 ５２，９３５ ５２，２９１ ５１，９５９

正味財産期末残高 ８７，３２６ ８５，４４６ ８２，１０６

項

　

目 令和３年３月３１日現在 令和４年３月３１日現在 令和５年３月３１日現在

貸
借
対
照
表

資

　

産 １０１，５８５ １０１，６６６ ９７，３０４

負

　

債 １４，２５９ １６，２２０ １５，１９８

正味財産

　

指定正味財産

　

一般正味財産

８７，３２６ ８５，４４６ ８２，１０６

指定正味財産 ５２，９３５ ５２，２９１ ５１，９５９

一般正味財産 ３４，３９１ ３３，１５５ ３０，１４７

※

　

金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係」：二、決算書及び計算結

　

果と一致しない場合があります。



　

市からの財政支出等

｛１｝

　

委託額（税込）

内

　

訳 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備考

① 農業実習交流センター委託 １１８ ０ ０

② 除雪・作業委託 １０，９４３ １３，３４８ １１，１５２

③ 温室除排雪作業委託 １，０８５ Ｌ０８５ ０

④

公共花壇等管理運営業務委託

（うち花苗生産）

（うち植栽管理）

　

６，５１１

（３，５３２）

（２，９７９）

　

４，９１５

（３，２８８）

（１，６２７）

４，８５２

（３，１３９）

（１，７１３）

合

　

計 １８，６５７ １９，３４８ １６，００４

７

（単位：千円）

（単位：千円）図

　

財政援助額（税込）

内

　

訳 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備考

①

　

補助金 （助成金）

　

運営費補助金

　

中山間地域等直接支払

　

交付金

　

農業経営所得安定対策

　

緊急助成事業補助金

　

エネルギ←価格等高騰

　

支援金

　

かん水用機械等整備対

　

策事業補助金

②１貸付金

⑧ 日損失補・償

①１債務保証

４，３７４ ３，７４２ ５，０６０

運営費補助金 ３，１８０ ２，３６０ ３，８１０

中山間地域等直接支払
交付金

１，１０８ １，３８２ １，０３８
個別協定分と集落協定
の個人配分を合算

農業経営所得安定対策
緊急助成事業補助金

０ ０ １１２
市補助事業（６月補正予
算）

エネルギ←価格等高騰
支援金

０ ０ ｌｏｏ
市補助事業（１０月補正
予算）

かん水用機械等整備対
策事業補助金

８６ ０ ０

貸付金 ０ ０ ０

損失補・償 ０ ０ ０

債務保証 ０ ０ ０

合

　

計 ４，３７４ ３，７４２ ５，０６０

８

　

市以外からの補助金・助成金等

（１｝

　

受給額（税込）

内

　

訳 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備考

① 水田活用の直接支払交付金 ０ ７，１７４ ５，１７０ 国

② 収入減少影響緩和交付金 ０ ０ ３５５ 国

③ 肥料高騰緩和対策助成金 ０ ０ １８１ ＪＡ

合

　

計 ０ ７，１７４ ５，７０６

（単位：－千円）



今後の経営計画等

｛１）次期事業計画

９

設立当初の基本理念及び定款に定める目的に基づく事業展開を行い、また、公社自身の経営

の健全化に向けた努力を継続しながら、関係機関・団体と連携し、地域農業を支える公社機能

の充実に努めます。
項

　　　

目 令和５年度計画 令和４年度実績

農作業支援事業（農作業受託事業） ２０．ｏ

　

ｈａ １９．９

　

ｈａ

地域農業活性化事業（管理耕作分） １２．ｌ

　

ｈａ １１．８

　

ｈａ

園芸事業

　

花苗 （一般卸・ＪＡ出荷）

　

花苗 （公共花壇）

　

公共花壇植栽管理

　

自然薯

　

アスパラガス

　

ネギ

　

白菜

　

白小豆

６，６２６千円 ７，２６０千ｌ
ｉｊ

花苗 （一般卸・ＪＡ出荷） １，０４９千円 １，３１５千円

花苗 （公共花壇） ３，１５０千円 ３，１３９千円

公共花壇植栽管理 １，５１２千円 １，７１３千円

自然薯 ６７０千円 ７５１千円

アスパラガス 一千円 ２５千１１１

ネギ 一千円 １４４千円

白菜 ２４５千円 １７３千円

白小豆 一千円 一千円

マネジメント事業 ３，４８６千円 ３，８３８千円

（２） 中長期経営計画

・農地保全事業では、保倉川沿い等のまとまった農地の集積を進め、経営面積の拡大を図りま

す。 また、専門家等の指導を受けながら、米の販売力の強化促進に取り組みます。

・園芸事業では、植え替え期を迎えたアスパラガスに代えて、自然薯の作付けを拡大するほか、

高収益作物の試験栽培に取り組みます。

・農業用機械や設備の更新が必要な場合は、リースや中古機械の議受け等を検討するなど、コ

スト削減に努めます。

・冬期間の収入を確保するため、 市道除雪を継続します。

－６－



１０

　

令和５年度 経営状況の分析・評価

｛１） 第三セクター等の経営状況の分析・評価のフローチャート

※ 「第三セクター等に対する関与方針」 から抜粋

Ｄ
債務超過に陥っている、 又は、 資本金の５０％を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか
はし＼

↓いいえ

第三セクター等評価
委員会に見解を求め
る

はい
Ｃ ３期連続の赤字であるか

↓いいえ

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

はし、

↓いい又

現状では、当該法人の経営状況に問題 （課題）なしＡ

フローチャートによる評価基準 備考

Ａ 経営状況に問題 （課題）なし 引き続き経営努力を行う

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第三セクタ
ー等評価委員会に見解を求めるＣ 当期純利益が３期連続の単年度赤字である

Ｄ
債務超過に陥っている、 又は、
資本金の５０％を超える累積欠損金がある

フローチャー トによる評価

　　　　　

Ｂ

　　　　　　

→

　

ＢからＤ評価の法人は（２）へ

　

【特記事項１

　

市からの運営費補助 （３，８１０千円） がない場合、 経営の持続可能性について懸念があるこ

とからＢ評価となった。

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「３期連続の赤字」 の判断においては、「当期一般正味財産増減高」 と 「当期指定正味

財産増減高」 の合計がマイナスとなる場合は、 赤字と読み替える。

‐７ー



（２） 令和５年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価

第三セクター等評価委員会の評価

圏

　

課題あり

□

　

課題なし

第三セクター等評価委員会の分析

【上ｉＬ計髄Ｊ）理由｝

・現場作業に追われて、 マーケティング・営業にまで注力する人的・時間的余力がないよう

に思わネｔる。

・財務状況としては、「棚卸」や「貯蔵品」など会計処理の基準に不安を感じる要素がある。

・毎年度の決算報告書、予算書を確認し、経営状況の点検を行っていることになっているが、

どの程度の点検が行われているか疑問を感じる。

【その他指摘事項等】

①

　

経営状況を点検する方法が現状の点検方法でよいのか、 了′算書・決算書の確認も当然の

　

ことながら、 期中にも点検・確認する仕組みづくりをしたらどうか。

②

　

会計処理等について、決算報告書を作成する上で正確な会計処理が行われるよう、税理

士からの指導を検討し、適切な仕組みづくりをしたらどうか。

③

　

株式会社ブリッジにいがた（株式会社第四北越フィナンシャルグループの地域商社）を

活用し、 製品の販売促進を図ったらどうか。

④

　

「おおしま育ち」 について、 こしひかり、 つきあかり、 にじのきらめきなどとのセット

　

商品や、上越市内の他の生産者米との抱き合わせ商品の展開を検討したらどうか。

⑤

　

様々な作物 （製品） の中でも、 競争力・生産量のあるものに選択と集中を図り、 ＩＣＴ

　

を積極的に活用しながら、 結果としてブランド化していったらどうか

｛３｝

　

分析・評価結果を受けての対応方針

第三セクターによる対応方針

①

　

期中において市と定期的に経営状況を確認し、決算書及び予算書等の作成に努める。

②

　

経理担当者が財務諸表の作成に当たり、正確な知識を習得するとともに、税理士からの

指導について検討する。
④

　

期中において経営状況の分析をする中で、セット商品の企画に向けた作付品目等につい

　

て検討する。

③⑤

　

現在、安定的に生産・販売が可能な自然薯の作付面積の拡大を図るとともに、主力品

　

日である米の販売について、 提案のあった株式会社ブリッジにいがたの活用も検討する。

市担当部署による対応方針

①

　

公社の経営状況を定期的に確認しながら、決算書及び予算書、事業計画書等の作成を支

援する。

②

　

専門的知識を有する税理士等や各種研修会を紹介する。

⑤

　

生産拡大が可能な自然薯や主力品日の米の競争力向上を図るため、関係機関と連携して

支援を行ってし、く。



１１

　

令和４年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価に対する対応状況

令和４年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価【概要】

①

　

新たに始めた自然薯の生産については、安定的な生産・供給体制を構築するとともに、

　

先達栽培者から栽培方法のレクチャーを受けるなど、 品質等の向上に努め、 ブランド化を

　

図ったらどうか。

②

　

「おおしま育ち」 のブランド化のほか、 高収益作物の開発と安定的な生産に加え、 ふる

　

さと納税の活用やＪＡとの協同と競合を図ったらどうか。

③

　

よろず支援拠点の専門家派遣や、ＮＩＣＯの専門家派遣等を活用し、 ブランディング、

　

マーケティングの支援を受け、 ブランドアイデンティティ、 ＵＳＰ（独自の強み）を確立

　

し、 その上で販路開拓を図ったらどうか。

④

　

公社単体では限界があるため、農政課がリーダーシップを発揮し、 ブランド戦略やマー

　

ケティング戦略を推進するべきと考える。 また、 その他の農業公社と一体的に戦略を進め

　

ることで、 相乗効果を図ったらどうか。

第三セクターによる対応状況

①

　

安定生産とブランド化につなげるために、 ＪＡえちご上越自然薯部会の指導を受け、品

質の向上に取り組んでいる。

②

　

「おおしま育ち」 につし、ては、 全量を衆！キメ秋霜農書彩りの認山を受け、 ブランド化を図

　

っている。 また、 ふるさと納税の活用については、 現在検討中である。

③

　

県ＮＩＣＯの 「よろず支援拠点」 や－ー１のマーケティング相談会を活用し、 専門家からの

　

ア ドバイスを受けているものの、 戦略的な販売には至っていない。

市担当部署による対応状況

④

　

定期的に中期経営計画の進捗状況や経営状況を確認する中で、経営改善に向けた方策を

　

公社と検討しており、 令矛【ー５年度中のふるさと納税の活用を予定している。
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令和４年度

　

事

　

業

　

報

　

告

　

書

《

　

総

　　　

合

　

》

長引く米価の低迷や、肥料・農薬及び諸資材等の高騰など、依然として厳しい農業情勢が続いてい

ます。水稲部門では、所得の向上と経営の安定化を図るため、飼料用米を対象とした複数年契約によ

る水田活用直接支払交付金事業へ取り組んでいます。また、安定生産と作業効率の向上及び分散化を

図るため、 早生 （つきあかり）・中生 Ｑこじのきらめき）・晩生 （コシヒカリ） の３品種の作付けを行

い、 平均反収は８． １俵でした。（品種ごとの収穫量は別紙「事業実績」のとおり）

　

園芸部門では、花苗の生産は契約事業を含め、安定した生産及び販売となっています。農産物生産

では、今年度から自然薯を主軸とし、作付面積を拡大し安定生産に努めました。販路に苦慮すること

もなく、 収穫量のすべてを完売いたしました。 また、 秋野菜の白菜は、 直接販売のほか学校給食用に

出荷し、 安定収入に努めました。 初めて取り組んだ白小豆については、 生産は順調に進んだものの、

乾燥から選別、 出荷までの工程に苦慮しました。 農産物の今後の取り組みについては、 関係機関等か

らの指導を受け、 引続き安定生産とコスト低減に努めてまいります。

　

マネジメント事業では、農用地の利用調整や、日本型直接支払交付金制度に関する事務支援、各種

団体の活動の支援に取り組みました。

　

収益事業として、公社の経営の安定化と経済力の強化、地域住民の生活道路等の有葉保に努めるため、

市道除雪作業を行いました。

　

内部体制では、職員数の減少による事業展開への影響が懸念されましたが、幸いなことに７月以降、

２名の臨時雇用者の受け入れがあり、新たな担い手として従事しています。高齢化や担い手不足が懸

念されていますが、今後の公社の方向性と区内での公社の役割などを見据え、新たな人材確保と担い

手の育成にも取り組んでまいります。

《

　

事業内容及び結果

　

》

１

　

公益目的事業

① 農業の担い手育成に関する事業

　

農業者の高齢化と地域内の担い手不足が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させるこ

とを目的に、 新たな担い手の確保と育成に取り組みました。

②

　

農作業の支援に関する事業

耕作放棄や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、負担となっている基幹農作業を請け

負い実施しました。

ーｉｌ－



（１）水稲育苗事業

　

ＪＡからの委託により、 水稲苗の育苗硬化及び配達並びに施設の維持管理を行いました。

　

硬化ハウス

　

４棟（２９８ｍ／棟） 維持管理

　　

水稲硬化苗

　

３， ６１９枚

　　

水稲苗配達

　

２， ５８１枚

（２）基幹農作業受託事業

担い手不足や高齢化に伴う労働力及び農家の機械設備投資の軽減と、耕作放棄地の防止を図るた

め、 基幹農作業受託等を請け負い、本年度は延面積１９．９８ｈａを実施しました。

詳細は、別紙事業実績のとおりです。

③

　

農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

　

耕作放棄地や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、農地管理の維持が困難となった農

家の農地を借り受け、 管理を行いました。

　

・水稲作付面積

　

１１．８３ｈａ

　

－

　

「おおしま育ち」 を栽培、 販売

　

・安全、 安心、 良食米の安定生産と、 環境にやさしい米づくりへの取り組み

　

・経営の安定化を図るため、水田活用直接支払交付金事業への取り組み

④ 農業マネジメントに関する事業

　

地域の担い手育成や、 経営の安定化を図るために必要な地域合意につながることを目的に、 下記

の事業を行いました。

（１）農地利用集積円滑化事業【継続事業｝

　

荒廃地の増加防止や農用地の効率的利用を目的とし、農地利用集積円滑化団体として、農用地の

利用調整を行いました。

　

利用権設定面積

　

２．０６ｈａ

　　　

うち流動化面積

　

２．０６ｈａ

（２） 日本型直接支払制度に係る事務支援

　

＊中山間地域等直接支払制度

　　

大島区農業振興会の事務局を請け負い、広域連携による農作業支援体制の確立、農業施策の情

　　

報提供、 中山間地域等直接支払制度に係る事務支援等を行っています。第５期対策が始まり、

　　

取組面積及び支部数が減少しましたが、包括的に地域の農業を支える中心的役割として今後も

　

活動を続けていきます。

　

＊多面的機能支払交付金制度

　　

１０地区の取組団体からの事務委託を受け、 事業の円滑な推進に努めました。

　

＊環境保全型農業直接支払交付金制度

　　

制度の有効活用を図るため、「大島区の環境を守る会」を組織し、 農地の保全と担い手の育成

　

に努めました。

‐１２一



⑤

　

園芸の技術習得に関する事業

　

地域の農業者が、容易に園芸導入に取り組むことができるよう支援することを目的とし、新規作

物を先行導入し、栽培技術の確立に努めました。

（１） 花苗の技術習得に関する事業

　

上越市の植栽事業及び市内各団体への花苗供給により、 地域の緑化推進に協力しました。

（２） 施設園芸等の技術習得に関する事業

　

周辺の畑地の有効活用と地域に根付いた振興を目標に、自然薯を主軸とし、その他の野菜類の栽

培に取り組みました。露地野菜は気象条件等に左右されやすい面もありますが、栽培技術が向上し、

比較的安定した生産となっています。販路の確保が確立できたことから、今後も複合営農に適した

作物の探究に努めます。

⑥

　

旧大島農業実習交流センターの管理に関する事業

　

農業とのふれあいによる、 心豊かな人づくりを目的に、 旧大島農業実習交流センターの管理業務

を行っています。

ｎ

　

収益事業

の

　

冬期間の地域住民の生活道路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

　

路除雪及び温室周辺除雪を実施しました。

令和４年度事業報告には、 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に

規定する、．付属明細書「事業報告の内容を．補足する重要な事項」が存在しませんので、作成はしてお

りません。

令和５年６月

　

公益財団法人 大鳥農業振興公社

－１３－
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考

　　　　　

′
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農地利用集積

” 円滑化事業
・も

‐マ

　

中山間地域等直

ネ

　

接

　　　　　

支払
多面的機能支払
、ソ

　

事務支援事業
メ

　

だ；竺メド；’＆＊
ン

　

直接支払事務支
ト

　

来販売促進事業

　

農地中間管理事業

　　　　

元Ｉ

２０６ ２２２，７２０ ２０６ ２２２．７２０

鰭貸料

　　　　

２１７，７川

手教科

　　　　　

４，９７９

　　

合計

　　　

２２２，７２０

　

ず

　　　　　　　

【

　

．

　

▼

　

●．・

中山間地域等直

接

　　　　　

支払
２，３９６，０００ Ｚ５０５．９２５ 事務費

　　　

２，５０５，９２５

多面的機能支払

事務支援事業
７００，０００ ７４３，。４８ １０取組団体から事務受託

際竺メトー；ｒ農業

直接支払事務支
３０，０００ ２０，３５０ 大島区の環境を守る公事務局

　

事務費

来販売促進事業 ０ ６６，２５２ 米袋・発送用ダンボール箱販売

農地中間管理事業 １５０，０００ ２８０，０３５ 農地中間管理事業業務委託費

３，４９８７２０ ３，８３８，３３０

園

　

芸

　

の

　

技

　

術

花燕生産

春花苗 ５，０００ ３５７，５００ ８，８４３ ６３４，３５８

秋花苗 ４、３５０ ２６３，１７５ ４，５１０ ２７２，７‘１５

］へそ鋪キ ５，０００ ３５７，５００ ４，９４０ ３５３，２１０

その他 ２４７５０ ５５，１００ ね－リッフ球根、シバザクラ苗、培土

言茎ｆ １４，３５０ １，００２，９２５ １８，２９３ １，３１５，４１３

農産物生嫌

自然薯 ４４０ ７６２，０００ ２６２，ＩＤ ７５１，４４７ 化粧箱代金１，５００円含む

アスハ

　

ラカ

　

ス ０ ２４，５００

野菜

　

ねぎ

７０，０００
４２７，４５ Ｍ４，３８１

野菜

　

白菜 １７３，３５３ 直接販売２３５個

　　

ｊＡ出荷（学校給食ｉＨ）１，０４６ｋｇ
野ｒ菜

　

白小豆 ｊＡ出荷

　　

１０９糊
言Ｉ ８３２，０００ １，０９３，６８１

‘１１

業

８３２，０００

　　　　　　　　　　　　　

１，０９３，６８１

－１４－



　　

事蔓区分

　　　　　　　　　

当労計画

　　　　　　　　　

実

　　　

績

　　　　　　　　　　　　　

備

　　　　　　

考

　　　　　　　　　　　

面積等

　　

金額（円）

　　

面積等

　　

金額（円）

　　　

公共花壇等管理

公

　

⑥

　

花苗生産

　　　　　　　　　　　

３，１６５，６０１

　　　　　　　　

３，１３８，８７９

益

　

園

　　

植栽管理

　　　　　　　　　　　　

１，６８１，９８７

　　　　　　　　　　

Ｌ７１３，３７５

申

　

五

　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　

４，８４７，５８８

　　　　　　　　　

４８５２，２５‘１

　　　　　　

園芸合計

　　　　　　　　　

６，６８２，５１３

　　　　　　　　　

７，２６１，３４８

センター管理事業

　

を益事業合計

－頻繁筈‐撤去

　

パトロール

　　

収益事業合計

事業服ノ、合計

２５０１・ｌ

ｂｏ回

２６，８８７，２３３

　　　　　　　　　　

２７，７３１，８６９

２４０，０００

７，０００，０００

１，３１７，０００

４８０，０００

１０，７６７，０００

３７，６５４，２３３

２１７１‐１

４２回

　

３８５，３９６

６，７９６，０２０

１，３９５，６８０

５４０，３２０

“，１５

　

，
１１，１５１・８６そう

３８，８８３，７３５

１５－

令和４年産米

　

品種別収穫量

品

　　

目百 作付面積（ａ） 緒品重量（ｋｇ） 平均反収（債）

コシヒカリ ４２６．４０ １６メー８１０４ ６４

つきあかり ６３３．５０ ３３，７９４，６３ ８，９

にじのきらめき １２２，６０ ６８９３，４０ ９４

合

　　

計 Ｌ１８２５０ ５７，１６９，０７ ８，Ｉ



令和

　

４ 年度

　　　

業

　　

務

　　

報

　　

告

令矛［ー

　

４年 ４月

　

１日

　　

令和４年度事業開始

４月

　

４ＥＩ

　　

内部検討会：農業実習交流センター

４月２６日

　　

福島県西会津町

　

公社設立の視察受入れ１０名

５月２５日

　　

大島区農作業受託組合総会：高橋事務局長出席

６月

　

１日

　　

大島区主要事業所懇談会：高橋事務局長出席

６月

　

７日

　　

令キロ３年度事業決算監査：農業実習交流センター

６月１３日

　　

令和４年度第１回通常理事会：農業実習交流センター

６月１６日

　　

採用予定者面接：農業実習交流センター

６月２７日

　　

令キー：ｉ４年度定時評議員会：農業実習交流センター

７月

　

１日

　　

臨時職員

　

小黒裕他

　

雇用

７月

　

４日

　　

臨時職員

　

杉田範人

　

雇用

大島区みらい農業づくり会議：高橋事務局長・中島参加

７月１３日

　　

上越市ふるさと納税返礼品研修会：中島参加

７月１５日

　　

大島区農業振興会正副会長会議：農業実習交流センター

７月２２日

　　

大島区農業振興会支部代表者会議：大島区公民館

７月２５日

　　

上越市第三セクター評価委員会：高橋事務局長出席

７月２９日

　　

大島区認定農業者会総会：大島区公民館

８月１７日

　　

令和４年産米集荷対策会議：丸山出席

８月２９日

　　

秋作業打合せ：農業実習交流センター

１０月２１日

　　

ねぎ日合せ会：｝Ａえちご上越園芸畜産課

　

藤村参加

１０月２６日

　　

中間管理事業実施ヒアリング（上越市農政課）：高橋事務局長出席

１１月１１日

　　

インボイス制度研修会：中島参加

１１月１６日

　　

農業簿記等会計研修会：中島参加

１１月３０日

　　

令和４年度第１回臨時理事会

１２月

　

５日

　　

｝Ａ育苗ハウスシート張替打合せ：農業実習交流センター

１２月１５日

　　

上越市エネルギー価格等高騰支援金説明会：中島参加

内部検討会：農業実習交流センター

令和

　

５年

　

２月

　

７日

　　

中期計画ヒアリング：上越市農政課、 浦川原区総合事務所産業Ｇ来社

　　　　　　

３月 １０日

　　

令矛［１５年度予算会議：農業実習交流センター

　　　　　

３月 １５日

　　

令ネロ５年度予算会議：農業実習交流センター

　　　　　

３月 １７日

　　

令和４年度第２回通常理事会：農業実習交流センター

　　　　　

３月２２日

　　

大島区みらい農業づくり会議：中島・丸山参加

　　　　　

３月２４日

　　

令和４年度臨時評議員会：農業実習交流センター

　　　　　

３月２８日

　　

インボイス制度説明会：中島参加

‐１６‐



令和４年度

　　

理事会・評議員会の開催状 況

１． 理事会

開催日時
出

　

席

理事数
議

　　　　　

題
備

　

考

（現在数）

令和４．年

６月１３日
５名

議案第１号

　

令和３年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告について

議案第２号

　

令和３年度公益財団法人大島農業振興公社決算報告について

議案第３‐号

　

令キー凶年度定時評議質会の召集の決定

理事７名

監事２名

令和４年

６月２７日
５名

議案第１号

　

公益財団法人大島農業振興公社理事長の選定

議案第２号′

　

公益財団法人大島農業振興公社副理事長の選定

理事・７名

監事２名

令和４年

１１月３０日
４名 議案第１号

　

職員に対する１２月支給期末手当の支給率について
理事７名

監事２名

令和５年

３月１７１１
４名

議案第１号

　

令相５年度公益財団法人大島農業振興公モＦＩＴ業言ｌｆｉｌｌｉ（案）について

議案第２号

　

令キョー５年度公益１羽団法人大鳥農業振興公社収支予算（案）について

議案第３号

　

令和４年度臨時評議員会の召集の決定

理事７名

監事２名

２． 評議員会

開催日時 出席数 議

　　　　　　

題
備

　

考

（現在数）

令和４年

６月２７日
６名

議案第１号

　

令和３年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告の承認

議案第２号

　

令キーロ年度２益財団法人大島農業振興公社決算報告の承認

議案第３号

　

公益＝ｄ団法人大島農業振興公社理事７名の選任

７名

令和５年

３月２４日
６名

議案第１号

　

令和５年度公益財団法人大島農業振興公社事業計画（案）の承認

議案第２号

　

令和５年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算（案）の承認
７名

一１７－



役 職 員

　

の 前 年 度 比 較 状 況

摘

　

要 Ｒ４．３．３１ Ｒ５．３．３１ 増

　

減 備

　

考

理

　　　

事 ７ ７ ０

監

　　　

事 ２ ２ ０

評

　

議

　

員 ７ ７ ０

役員等合計 １６ １６ ０

一

　

般

　

職 ２ ２ ０

現

　

業

　

職 ２ ２ ０

派

　　　

廻 ０ ０ ０

職員合計 ４ ４ ０

‐１８－



　　

決

　

算

　

報

　

告

　

書

白

　　

令和

　

４年

室

　　

令和

　

５年

４月

　

１日

３月３１日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻２６４９番地

公 益 財 団法 人 大 島農 業 振 興 公社

‐１９－



貸

　

借

　

対

　

照

　

表
令和５年３月３１日現在

（単位：１１１）

科

　　

＝ 当年度 前年度 増

　

減
１

　

資産の部

１， 流動資産

　　

現金預金

　

未

　　　　　

収

　　　　　

金

　

棚

　　　

卸

　　　

資

　　　

産

　

流動資産合計
２．固定資産

（１）墓本１涛ｉＥ

　

定

　　　

期

　　　

預

　　　

金

　

基本財産合計

（２）特定資産

　

退

　

職

　

給

　

付

　

引

　

当

　

資

　

産

　

減

　

価

　

償

　

却

　

引

　

当

　

資

　

産

　

特定資産合計

（３）その他国定資産

　

建

　　　　　　　　　　　

物

　

農

　　

業

　　

用

　　

機

　　

械

　

車

　　

両

　　

運

　　

搬

　　

具

　　

什

　　　

器

　　　

緒脊

　　　

晶

　　　　　

燕麦

　　　

・

　　　　

併存

　

その他固定資産合計

　

固定資産合”〒

　

資産合計

１１

　

負債の部
１，流動負債

　

未

　　　　　

払

　　　　　

金

　

預

　　　　　

り

　

流動負債合計

２．固定負債

　

退

　

職

　

給

　　

付 引

　

当

　

金

　

固定負債合計‐

　

負債≧｝…；‐Ｉ

１ー１・Ｅｊ【味財産の育種

Ｌ 指定正味財産

　

指定正味財産合計

　

（う

　

ち基本財

　

産

　

への充当額）
２，一般正味財産

　　

（う

　

ち特定資

　

産

　

への充当裟ＩＤ

　

Ｅ１三叉ミ財産合計

　

負債及び正味財産舎言！

３，３６６，１９５
１，２３０，８４５
３，０５９、５００

３，８１３，６６７
２，８５６，３８９
２，５４７．０００

△４４７，４７２
△１，６２５，５４４

　

５１２，５００
７，６５６，５４０ ９，２１７，０５６ △１，５６０５１６

５１．０００，０００ ５１０００，０００ ０
５１，０ＯＱＯＯＯ ５１ｒｏｏｏ，０００ ０

１２，６５９，６００
１２，９４ぐう，８８４

ｌｏ，９９８，５００
Ｍ，９２８・３１４

　

１，６６１，１００
△Ｌ９８１，４３０

２５６０６，４８４ ２５，９２６，８１４ △３２０，３３０

　

２３，３５５
４，８１６，３５８

７，８２６，７１３
３７４，９７０

　　

Ｉ

　

５８，３８１
６，９２４７２３

８，５３８，８９６

　　

３

　　

Ｉ

　

‘）３５０２６
ご＞２，１０８，３６５
ごｉ７１２，１８３

　

３７４，９６７

　　　

０
１３，０４１，３９７ １５，５２２，００４ △２，４８０，６０７
８９ぬ４７，８８・ ９２４４８，８１８ ノー２，８００、フ、“
９７，３０４４２１ １０１，６６５，８７４ △４，３６１，４５３

２，２１２，５１９

３２６２１６

４，９３８，１８９

２８３，１６７

△２，７２５６７０

　　

４３，０とー９
２，５３８，７３５ ５，２２１，３５６ △２，６８２，６２１

１２，６５９，６００ キｏ９９８，５００ １，６６１，１００
１２，６５９，６００ １０，９９８５００ １，６６１，１００
１５，１９８，３３５ １６，２１９、８５６ Ａ１、０２１，５２１

５１，９５８，７２４
（５ＬＯＯ０，０００）

５２，２９０，６５４
（５１，０００，０００）

△一３３１，９３０

　

（

　　

０）

３０，１ノ』７，３６２
（２５，６０６，４８の

３３，１５５，３６４
（２５，９２６，８Ｍ）

と．３，００８，００２
′一３２０，３３０

８２，１０６，０８６ ８５，４４６，０１８ △３，３３９，９３２
９７、３０４４２１ １０１６６５，８７ごき △４３６も４５３

‐２０‐



正

　

味

　

財

　

産

　

増

　

減

　

計

　

算

　

書
令和４年匁１１日から令和５年３月３１日まで

志予常増減の部

評価損益等調整前当期経営増減額

評価損益等計
当期経常増減額



経常外収益計

　

経常外費用言１‐

　　

当期経常外増減額

　　

当期一般正味財産増減額

　　

－殿正味財産期首残高

　　

一般正味財産期末残高
ー１

　

指定正味財産増減の↑擢

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高
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正味財産増減計算書内訳表
令矛１１４年４月ＩＨ ら令矛－１５年３月３１日ま

（単位：円）

ゞ

　

鱒

公益１ョ的事業

　

胞未

　

…頚益収 法人会 合

　

計

　　　

櫛

劉

６９

％
努
３０

４８

０

０

醐
２７
馴
頓
韻
１６２

０
班

　　

Ｌ

Ｌ

外
濃
兇
熟
練

　　　

鱒
外
為
開
題
頓

　

蛸

　　　

溺

６

９

３

７

　　　

３

９

５

３

　　

ｏ

　

ｏ

　

価
０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

６

　

６

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

％

　

０

　

％

　

唖

　　

腫

　　

＝

　　

０

０

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

蜘
０
０００
０
貌
繊
細

　　　　　　　　　

帖

０

　　

６

　　

４

　　

３

　　　　　　　

ゆ

　　

雛

　　

２

　　　　

０

節
紡
％
％
測
４８
０

騎
００

２７

５０

姉
淑
御
乾

　

訂

　　　

Ｃ

　

Ｄ

２

　

６

　

巽

　

３

　

３

　　　

お

　

５

　

９

　

Ｊ

　

お

　

９

　

８

　

３

　

５

　　　

ー
ー
偲
耀
繊
細
撚

　

胆
臆
断
跳
獅
組
肺

　

癌

　　　

４０，７３０，４７８

　　　

ＩＬ１６８，３６１

　　　

１，９１０２１２

　　　

５３，８０９，０５１
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科

　　　

目 公益目的事業 収益事業 法人会琶ｌ

　

－＝“合

　　　　　　　　　

益

　

益

－

　　　　

員

　　　　　　　　　　　

准

費

　　　　

金
粁

　　　　　　　　　　　

売

売

捲

　　　　

除

　　　　

．

益

　

益
振

費

　　

科

料

ー

　

鎮
数

　

”

　　　　　

産

　

“
欄

商

鴇

．
贈
一
嗣
鵬
蹴

　　　　　　

…

　　　　　　　　　　　　　

般

料
水

借

　

用
負

　

手

　

ぜ
鰯
蟹
戸
滋
総
轡
滋
顧
粥

燃Ｅ
納
麗
饗瀦
壕
臓饗
園鰹
騒

　

糸

　

２
０

　

α

１

　

掴

　　

圃

ＯＵ

　　

ＯＵ

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

Ｕ^

　　

ｎ〉

　

ハＵ

　　

ハＵ

　　

ハＵ

　　

ハＵ

００

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

１０

　

初

Ｄ

　

Ｏ

　

Ｄ

　

Ｏ

　

遅

　

５

ｎｖ

　　

ｔｌ

　

ハソ

　　

′ハ）
７１

　

１ｑ

ｌ▲

　　

▲”◆

　　

フム

　　

Ｊ

　　

７十

ｎｖ

　　

ｎｖ

　　

Ｕ^

　　

ｎｖ

　　

Ｕ^

　　

ｎＵ

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

＝^）

　

＝^Ｕ

　

・１

　

つ、Ｊ

Ｄ

　

Ｏ

　

Ｄ

　

Ｏ

　

声

寺

Ｕ^

　　

Ｉ１

　

〔リ

　

行
）

　

ー／

　　

４▲

１４

　　

４１

　

フ〕

　

ハ．｝

　　

７十

　　　

４５，９３１，８３０

　　　

１０．７６９．０８４

　　　

１，８２１，１３６

　　　

５８，５２２，０５０

と５２０１、３５２

　　　　

３９９，２７７

　　　　　

８９０７６ 」△４、７１２，９９９

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　　

０

△５，２０１，３５２

　　　　

３９９，２７７

　　　　　

８９，０７６ ▲△４，７１２，９９９

　　　　　

ｎＵ

　　

ｎＵ

　　

Ｉ▲ 岬

　　　　　

ｎｖ

　　

ｎＵ

　　

ｎｖ 獅『

　

ｔｌ

剛
Ｕ^

脚

　　　

ｄｌ

　　

ｎｖ

　　

ｎｖ

　　

４十
ｄｌ ｎｖ ハＵ ・４
へ‘Ｊ△ 脚

ハＵ

獅獅
明甲８７△ “） ｎ▽

総Ｊｒ
ハノム駕△ 脚 蜘

０２ｏ
ｒ
ｎＵ＆「

△

脚 雌
博ｒ奇ｒ

４ｔ聾△

騨脚 脚
符いヱハム△

岬一

　

△

　　

ハ０）

　

ハＵ

　

（ｕ

　　

ｏｕ

　　

Ｕ^

　　

０^リ

　　

フ一

　　

ハソレ

　　

ハソム岬３０◆Ｌお△ ”り ｎｖ 船い鎖△

脚
ハＵ ハリ

幽脚
ｎ▽ ｎｖ 騨圃 騨

符４にＪ幻△

岬

－２４－



財

　　

務

　

諸

　　

表

　　

に

　　

関

　　

す

　　

る

　　

注

　　

記

１．重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法

　

該当なし

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　

棚卸資産

　

…

　

玄米を計上しており、 平均売価により評価している。
（３）固定資産の減価償却の方法

　

１日定額法及び定額法によっている。
（４）引当金の計上基準

　

退職給付引当金

　

…

　

職員の退職給付に備えるため、 当該事業年度末における自己都合要支給額に

相当する金額を計上している。
（５） リース取引の処理方法

　

ファイナンス・リース取引であるが、 通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理している。
（６） 消費税等の会計処理

　

消費税等の会計処理は、 税込み方式によっている。

２，会計方針－の変更

　

該当なし

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

　

定

　

期

　

預

　

金

　　　

小

　　

計

特定資産
退職給付引当資産
減価償却引当資産

　　　

小

　　

計

　　　

合

　　

計

５１，０００，０００ ０ ０ ５１，０００，０００

５１，０００，０００ ０ ０ ５１，０００，０００

１０，９９８，５００

１４，９２８，３１４

１，６６１，１００

　　

０

　　

０

１，９８１，４３０

１２，６５９，６００

１２，９４６，８８４

２５，９２６，８１４ １，６６１，１０Ｏ １，９８１，４３０ ２５，６０６，４８４

７６，９２６，８１４ １，６６１，１００ １，９８１，４３０ ７６，６０６，４８４

４，基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のとおりである。

科

　　

目 当期末残高
｛うち指定正味財産

からの充当額）

〈うち－－股正味財産

からの充当額）

（うち負債に

対応する額）
基本財産

　

定

　

期

　

預

　

金

　　　　　

小

　　

計－

特定資産
退職給付引当資産
減価償却引当資産

　　　

小

　　

計

　　　

合

　　

計

５ＬＯＯ０，０００ （５１，０００，０００） （

　　

０） （

　　

０）

５１，０００，０００ （５１，０００，０００） （

　　

０） （

　　

０）

１２，６５９，６００

１２，９４６，８８４

（

　　

０）

（

　　

０）

（１２，６５９，６００）

（１２，９４６，８８４）

（１２，６５９，６００）

　　

（

　　

０）

２５，６０６，４８４ （

　　

０） （２５，６０６，４８４） （１２，６５９，６００）

７６，６０６，４８４ （５１，０００，０００） （２５，６０６，４８４） （１２，６５９，６００）

５．担保に供している資産

　

該当なし

－２５－



６．固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高

固定１産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高
建

　　　　　　　　

物

冷

　

蔵

　

業

　

設

　

備

車

　

両

　

運

　

搬

　

具

農

　

業

　

用

　

機

　

械

什

　

器

　

備

　

品

　

合

　　

計

９，２８７，３０２

５，２７６，６９０

２２，９５４，９８０

３８，２０４，８０７

　

７５７，６９１

９，２６３，９４７

５，２７６，６８９

１５，１２８，２６５

３３，３８８，４４８

　

３８２，７２０

ハノム

　　

ｉ
１

　

１
１

　

２３，３５５

　　

Ｉ

７，８２６，７１３

４，８１６，３５８

３７４，９７０

７６，４８１，４７０ ６３，４４０，０６９ ４ １３，０４１，３９７

７，債権の債権金額、 貸｛至り引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 債権金額 費例引当金の当期末残高 債権の当期末残高
未

　　　

収

　　　

金

基幹農作業代金収入
米販売代金収入
マネジメント事業収入

除雪作業収入
補助金等収入
雑収入

　　

合

　　

計

１０３，４３１

３６４，１００

２８０，０３５

１８８，９１０

１８１，３３１

１１３，０３８

ｎ
ｖ

　

ｎ
ｖ

　

ｎ
ｖ

　

ハ＝ｖ

　

ｎ
ｖ

　

ハＵ

１０３，４３１

３６４，１００

２８０，０３５

１８８，９１０

１８１，３３１

１１３，０３８

１，２３０，８４５ ０ １，２３０，８４５

８．保ｉｉｉ自責務等の偶発債務

　

該当なし

９，満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、 時価及び評価損益

　

該当なし

１０，補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、 次のとおりである。

補助金等の名称 交付者
前期末
残

　

高

当

　

期

増加額
当

　

期

減少額
当期末
残

　

高

貸借対照表上
の記載区分

補助金
水田活用直接支払交付金
収入減少緩和交付金
運営費補助金
中山間地域等直接支払交付金

国

国

上越市
上越市
上越市
上越市

＝^ｖ

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

ｎ
ｖ

　

ハ
ｖ

　

ｎ
ｖ

　

ハ＝ｖ

５，１６９，７４１

３５５，４０９

３，８１０，０００

１，０３７，５１５

１１２，０００

ｌｏｏ，０００

１８１，３３１

５，１６９，７４１

３５５，４０９

３，８１０，０００

１，０３７，５１５

１１２，０００

ｌｏｏ，０００

１８１，３３１

ｎ
Ｕ

　

ハ＝Ｖ

　

＝^Ｖ

　

ｎ
ｖ

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

Ｕ^

エネルギー価格等高騰支援給付金

肥料価格高騰対策事業支援金
合

　　

計 ０ １０，７６５，９９６ １０，７６５，９９６ ０

‐２６－



１１．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、 次のとおりである。
内

　　　

容 金

　

額

経常収益への振替額
減価償却費計上による振替額

経常外収益への振替額
処分による振替額

３３１，９３１

　

Ｉ

合

　　　

計 ３３１，９３２

１２．関連当事者との取引の内容

　

該当なし

１３．重要な後発事象

　

該、ーｉなし

１４．その他

　

該当なし

‐２７‐



計

　

算

　

書

　

類

　

の

　

附

　

属 明

　

細

　

書

１

　

基本財産及び特定資産の明細

　

基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記３． 基本財産及び特定資産の増減及び

その残高に記載している。

２

　

引当金の明細

退職給付引当金

科

　　　　　

白 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 １０，９９８，５００ １，６６ＬＩＯＯ ０ ０ １２，６５９，６００

－２８‐



鴎

　

産

　

目

　

録
令和５年３月３１日現在

　　　　　　　　　　　　

イ‐‐”・

　　　　　　　　

′只

　

…ロゑＪ

　　

」↑・＝日

　　　　　　

▲□

　

－ｒ

　　　　　　　

“

　　　　　　　　　　

′１‘▲

　　　　　　　　

αＪ′′：

　

．１７ソ昼邑『ｒ １史′刊日筋雲 ．余

　　

徳貞
（〃＆彩り只だ茎」

現金
預金

未収金
農作業支援事業収入
農用地保全事業収入
マネジメント事業収人

除雪作業収入
補助金等収入
雑収入
棚卸資産

手元保管
経営安定積立金
｛新潟県信用農業協同組合連合会）

普通預金
えちご上越農業協同組合
大島支店
第四北越銀行安塚支店
大島郵便局振替口座

農業者に対する未収額
業者等に対する未収額
新潟県農林公社に対する未収額
ヒ，越市に対する未収額

運転資金として
収入減少緩和交付金積立金

運転資金として

運転資金として
運転資金として

基幹農作業料金の未収分
米代金及び送料の未収分

　　　

ず；：…？″ず

　

ｔｌｉの未収分ヨー〕ＥＦリハ

　

，．；
市道除雪作業料等の未成分

　

［

　　

、巾…還寺援金の未収分
農業機械共済金の未収分
販売して得た収入を公益目的
事業の財源として使用している

　　

０

３５３，９５６

３，０１２，２３９

Ｌ６４７，７４６

１，３４８，３０７

　

１６′１８６

１，２３０，８４５
１０３，４３１

３６４，ＩＤＯ
２８０，Ｄ３５

１８８′９１０

１８１，３３１
１１３，０３８

３，Ｄ５９，５００

ヨーＩＥＦリハ

　

ら『Ｊ：

　

，

　　

ー

　

ー

　

・１ー１）〕
市道除雪作業料等の未成分

ＩＡえちご」越に対する上
農業共済組合に対する未収額
上越市

　

玄米（３０ｋｇ）３３０袋

〃乱匁耳じた自註 ７，６５６，５４０

＼固化員だと）

基本財産

特定資産

その他固定資産

定期預金
定期預金（指定）

退職給付引当資産
退職給付引当資産
（一般）
減価償却引ミも崖王座
減価償却引当資産
（ー庵の

建物
建物（指定）
建物（

　

薄め
農業用機械
農機（指定）
農機（一般）
車両運搬具
車両運搬具（指定）

車両運搬具（一般）

什器備品
什器備品（一般）

冷蔵設備
冷蔵設備（指定）

えちご上越農業協同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大鳥支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

上越市

　

格納庫・施設園芸温室
１二越市 堆肥置場

上越市 田植機ほか
上越市 コンバインほか

上越市 搭載車、 除雪機ほか

［越市 パソコンほか

上越市

　

保冷庫、 冷蔵庫

公益目的保有財産であり、 運用
益を公益事業の財源として使用
している

職員３名に対する退職金の支払い
に備えたもの

公益国的保有財産及び将来的な
資産取得に備えたもの

公益目的保有財産であり、２益
１掛り事業の施設に使用している

公益目的保有財産であり、 公益
目的事業に使用している

公益目的保有財産及び収益事業
（除雪機）で使用している

公益目的保有財産及び法人会計
パソコン） で使用している

公益目的保有財産であり、 公益
目的事業で使用している

５１，０００，０００
５１，０００，０００

５１，０００′０００

２５，６０６，４８４
１２，６５９，６００
１２，６５９，６００

１２，９４６，８８４
１２，９４６，８８４

１３，０４１，３９７

　

２３，３５５

　　

３

　

２３，３５２

４，８１６，３５８

　

９５８，７２０

３，８５７，６３８
７，８２６，７１３

　　

０

７，８２６，７１３

　

３７４，９７０

　

３７４′９７０

　　

Ｉ

　　

Ｉ

　

Ｅｎｌ凡二

　

「▲

　

●

　　　

ハ

　　　　　

．

　

．

　

ｆ‘ーＩ
＼

８９，６４７，８８１

′

　　

回

　

ヂケも ９７，３０４、４２１

”Ｊョし靭員…

　

）

未払金
事業費
管理費
預り金

事業に供する未払い分
法人会計に供する未払い分
社会保険料、源泉所得税

２，２１２，５１９
２，１４２，１３９

　

７０，３８０

３２６，２１６第四銀行安塚支店
流動負債合計 ２，５３８，７３５

（固定負債）
退職給付引当金 職員に対するもの 職員３名に対する退職金の支払い

に備えたもの
１２，６５９，６００

　　　

Ａ

　

佳

　

′・

　

ｒ．

　

凶止′－…“、‘」ロＥ

　　　

１２，６５，もＵＯ
負債合計 １５，１９８、３３５

２９－



監

　

査

　

報

　

告

　

書

公益財団法人大島農業振興公社

　

理事長

　

丸山 晴己

　　

殿

令和

　

５

　

年 ６

　

月

　

８

　

日

監 事 β、 凋 み

　

鰍′

監事老費落手

　

◎

私たち監事は、令和４年４月ＩＨから令和５年３月３１日までの事業年度の理事の職

務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

１

　

監査の方法及びその内容

　

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の

執行状況について報告を受け、 必要に応じて説明を求め、 重要な決裁書類等を閲覧し、
業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

　

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検

討いたしました。

２

　

監査意見

（１） 事業報告等の監査結果

－

　

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し

　　

ているものと認、めます。

　

二

　

理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

　

事実は認められません。

（２） 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

　

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益（正味財産増

減） の状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上

‐‐３０‐



　　

事

　

業

　

計

　

画

　

書

目

　　

令和

　

５年 ４月

　

１日

至

　　

令和

　

６年

　

３月３１日

新潟県上越市大鳥区牛ヶ鼻２６４９番地

公 益 財団 法人 大 島 農 業 振 興公 社
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令和５年度

　

公益財団法人大島農業振興公社事業計画書

【基本方針】
公社経営の健全化と財政的な自立が求められている中、 令和３年度末において、 令和４年度

から５年後を見据えた中期計画を策定いたしました。 関係機関等からの指導を受けながら、 大

島区内における農業公社の位置づけと今後の方向性を検討し、 農政活動及び地域農業への支援

体制の強化、 多角的な収入源や人材確保に努めてはいるものの、 経営改善に至るまでの道のり

は依然として厳しい状況にあります。

更なる運営努力を継続し、 必要に応じ、 外部からの経営アドバイザーや専門家の導入などの

検討を行い、 公社の体質改善に努めて参ります。

１． 事業目的

農業者の高齢化や担い手不足による農地の荒廃が懸念されるなか、 農業の振興を通じ、 地域

農業の持続的発展と地域社会経済の活性化に寄与することを目的に次の事業を行う。

　

１．

　

農業の担い手の育成に関する事業

　

２．

　

農作業の支援に関する事業

　

３．

　

農用地の保全や権利調整に関する事業

　

４．

　

農業政策推進のためのマネジメントに関する事業

　

５．

　

技術習得を目的とした研修等事業

　

６．

　

その他この法人の目的を達成するために必要な事業

１１． 事業概要

（１）公益目的事業

①

　

農業の担い手の育成に関する事業

　

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させることを目的に行う。

　

・新規就農者や認定農業者への支援

　

・新規就農者、 農業生産法人、 担い手の規模拡大等による経営安定化を図るための支援

②

　

農作業の支援に関する事業

　

高齢農家や兼業農家の大きな負担となっている基幹農作業を、 農作業受託組合を中心に、

農業生産組織、中核農家と連携を図り支援することで、耕作放棄や地域農業の衰退を未然に

防止することを目的に行う。

‐３２‐



・水稲育苗

　　

４，０６０枚

・基幹農作業受託 （耕運、 代掻き、 田植え、 刈取りなど） 延 ２０．ｏｈａ

③

　

農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

　

農地管理の維持が困難になった農家の農地を管理耕作することで、 農地の荒廃や地域農業

の

　

衰退を未然に防止することを目的に行う。

　

・作付面積

　

１２．１２ｈａ

　

「求められる

　

おおしま育ち」 の栽培と販売

　

・耕作圃場の集約化による生産コスト低減に向けた取り組み強化

　

・米の有利販売に向けた取り組み強化

④ 農業マネジメントに関する事業

　

中山間地域で農業者の高齢化が進む当地域では、 次世ｆ に引き継ぐべき地域資源である農

地の荒廃が進みつつある。 優良農地の継続的な活用については、 地域ぐるみ、 集落ぐるみの

合意形成が必要であり、 その支援を実施する。

　

・農地利用集積円滑化事業【牽陸続分】及び農地中間管理事業

　　

農用地の利用調整を図り、 効率的な土地利用と荒廃地の発生防止に努める。

　

・日本型直接支払制度に係る事務支援

　　

１） 中山間地域等直接支払に係る広域協定事業への支援

　　

中山間地域等直接支払制度を推進するため、 大島区農業振興会への事務支援を行う。

　　

２）多面的機能支払制度に・係る事務支援事業

　　

中山間地域等直接支払制度との連携による、 相乗効果と事務支援の強化に努める。

　　

３）環境保全型農業直接支払制度に係る事務支援事業

　　　

「大島区の環境を守る会」 を組織し、 農地保全と担い手の育成に努め、 環境にやさし

　　

い農業を推進する。

⑤

　

園芸の技術習得に関する事業

　

大島区の大半の農家は稲作単一経営であり、 現在の米価が不安定な状況では、 園芸導入に

より農業者の経営の安定化を図る必要がある。 この事から、 公社が技術習得のため、 新規作

物を先行導入して栽培技術を確立することで、 容易に園芸導入に取り組むことができるよう

支援する。

　

・花苗の技術習得に関する事業

　　

上越市の植栽事業及び市内各団体への供給等により地域の美化・緑化推進に協力

　

・園芸の技術習得に関する事業

　　

収益の安定した自然薯の栽培と普及

　　

地域の特性を生かした新規作物の選定と実証栽培
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⑥

　

各種研修等事業

　

・農業基礎知識の習得等に関する研修会

　

・農業とのふれあいによる心豊な人づくり講習会

　

・職場体験の受け入れ

（２） 収益目的事業

　

（収１）

① 冬期に道路等の除雪を行う事業

　

冬期間の地域住民の生活道路を確保するため、 道路除雪を実施する。

１１１． その他

① 連携指導事業

　

浦川原区総合事務所（上越市）、上越東農林事務所普及課（新潟県）、えちご上越農業協同

組合との連携を密にし、 事業展開を図るとともに農家指導への協力を行う。

② 職員研修等

・職員の意欲及び資質向上を図るため各種研修会等へ積極的に参加する。
・各種機械の整備講習や安全講習会等への参加を行う。

③ 販売強化と情報収集

・環境に配慮した農産物の安定生産と 「おおしま育ち」 のブランド化の推進

・生産物の有利販売を進めるため 「県認言ｉＥ米制度」 の活用や新たな販売戦略の検討

・新潟県及び上越市が発信する販路拡大や販売促進情報を積極的に活用
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令和

　

５ 年度

　　

事

　

業

　

計

　

画

　

明

　

細

　

書

事業区分
計

　　　

画
備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

考
面積（ｈａ） 金額

　

｛千円）

益

　　　

目

　　　

的

①担い手の育成 ０

②
農
作
業
の
支
援

耕うん

ｆｔｆ蚤き

田植え

メリ取り

育苗硬化

水稲苗配達

機械回送

級運搬

　

４，Ｏ

　

６．Ｏ

　

３．Ｏ

　

７・０

４０６０

２，００

　　

７０

２５，０００

　

３０８

　

６３０

　

１９５

Ｌ４７７

３，８９１

　

３００

　

３５０

　

１００

面

　

積

　　　

単

　

価

　　　　

金

　

額

　　　　

４００

　　　　　　　

７７０

　　　　　

３０８，０００

　　　　

６００

　　　　　

１，０５０

　　　　

６３０，０００

　　　　

３００

　　　　　　　

６５０

　　　　

１９５，０００

　　　　

７００

　　　　　

２，１１０

　　　

１，４７７，０００

　

１，４２０

　　　　　

９００

　　

１、２７８，０００

　

中苗

　

２，６４０

　　　　　

９９０

　　

２，６１３，６００

　

稚苗

　　

２，ｌｉｏｏ

　　　　　　

１２０

　　　　

３００，０００

　　　　　

７０

　　　　　

５，０００

　　　　

３５０、０００

　

２５，０００

　　　　　　　　

４

　　　　

１００，０００

支援合計 ７，２５１ 合

　

計

　　　　

７，２５１，６００

◎

　

作付面積
農‐
用
ｉ也
ヴ）
係
全
と
１也
域

馨 米販売収入
″）
維
持
構賓
進

　　　　　　

保全合計

　　　　　

コシヒカリ

　　　　　　　　　　　

４．５６

　

反収７，５俵

作付面積

　　　

にじのきらめき

　　　　　　　　　　

３，８５

　　

反収９，０俵

　

（ｈＢ） つきあかり

　　　　　　　　　　　　

３，７１

　

反収９，０俵

　　　　　　　　　　　

合

　

計

　　　　　

１２，１２

米販売収入 １０，９９０

小

　

売 コシヒカリ

　

２２０俵

　　　　　　　　　　　　　

４，９３０，０００

　　　　　　

つきあかり

　

１７０はき

　　　　　　　　　　　　　

３，ＯＧ０，０００

荷物発送運賃収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４５０，０００

燕出荷

　　　

コシヒカリ

　

＠１３，５００×１２２俵二

　　　　　　　

１，６４７，０００

　　　　

｛こじのきらめき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

つきあかり

　

帆０，０００×６８復そ＝

　　　　　　　　　

６８０，０００

　　　　　　

飼料米 ４４２俵

　　　　　　　　　　　　　　　

５３，０００

　　　　　

層・端晶米

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１７０，０００

ｌｏ，９９０ 合計

　　　

１０，９９０，０００

農地利用集積円滑化１

事業｛継続分１

　

１

　　

２，恥

　　　　　　　　　　　　　　

柳川］権設定雨露第

①

　

中山間地域等直接

マ 支払事務支援事業
ネ
ジ 多面的機能支払

ラ 事務支援事業
ト 環境保全型直接支払

　

事務支援事業

　

中間管理機構

　　　　

マネジメント合計

２２３

賃貸料収入

　　　　　　　　　

２１７，７４１

手数料収入 （税込）

　　　　　　　

４，９７９

　　　　　　

合

　

計

　　　

２２２，７２０

中山間地域等直接

支払事務支援事業
２，４８４ 事務支援受託費

　　　　　　

２，４８４、０００

多面的機能支払

事務支援事業
７００ 事務支援受託費

　　　　　　　

７００，０００

環境保全型直接支払

事務支援事業
２０ 事務支援受託費

　　　　　　　　

２０、０００

中間管理機構 ５９ 事務委託費

　　　　　　　　　　

調，４００

３，４８６ 合計

　　　　

３，４８６，１２０

日
”

公

益

的

事

業
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益

　　　

目

　　　

的

　

花苗生産

編め
園
芸
０〕
技

鱈 農産物生産
白
得

　

公共花壇等管理

　　　　　　

園芸合計

１，０４９

　　　

数

　

量

　　　　

単

　

価

　　　　

金

　

額

春花苗

　　　　　　

５，０００

　　　　　

８０，３

　　　

４０１，５００

秋花苗

　　　　　　

４，３５０

　　　　　

６０，５

　　　

２６３，１７５

ＪＡ花苗

　　　　　　

５，０００

　　　　　

７２，０

　　　

３６０，０００

チｒリップ球根

　　　　　

７５０

　　　　　

３３．○

　　　　

２‘１，７５０

　　　　　　　　　　　

花苗合計

　　

１，０４９，４２５

農産物生産 ９１５

　　　

数

　

量

　　　　

単

　

価

　　　　

金

　

額

　　　　　　　

３０，０

　　　　　

９００

　　　　

２７，００Ｏ

　　　

ＪＡ出荷

　　　　　　　

１５，０

　　　　　

２，５００

　　　　

３７，５００

　　　

ネット販売

自然薯

　　　　　　

３１０，ｏ

　　　　

ｌ，５００

　　　

４６５、０００

　　　　

小売

　　　　　　　　

７０，０

　　　　　

２，０００

　　　

１‘１０、０００

　　

予約販売

　　　　　　　　　　　　　

合計

　　　

６６９，５００

白

　

菜

　　　　　　　

９８０

　　　　　

２５０

　　　

２４５，０００

　　　　　　　　　　　　　

合計

　　　　

２４５，０００

農産物合計

　　　

９１‘ｉ奇００

公共花壇等管理 ４，６６１

花苗生産

　

“年草・多年草・肥料等

　　　

３，１′ｉ９、８８０

糠我管理

　

花壇の除草管理等

　　　　　　　

ｉ志１１，９６０

　　　　　　　　　

公共花壇合計

　　

４，６６１，８４０

６，６２１ｉ 合計

　　　　　

６，６２５，７６５

⑥研修等事業 ０

２８，３５２

霊
”手

　

簡除雪受託事業

事
業

　　　　　　

収益事業合計

１０，９５４

　　　　　　

実稼動

　　　

２５０Ｈ

　　　　　　

７，０００，０００

　　　　　　

パトロール

　　

６０１１

　　　　　　　　

５４０，０００

熊田三竹沢

　　

固定費

　　　　　　　　　　　　

１，３９５，６８０

町

　　　　

内

　　

不一ル設置・撤去 ７６本

　　　　　

２３８，６４０
柿

　

沢

　

線

　　　　　

排雪等作業

　

…式

　　　　　

１，ＧＯ０，０００

　　　　　

春先除雪

　　

１ＯＨ

　　　　　　　

１８０，０００

　　　　　

待機補償 ＯＨ

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

合計 １０，９５４，３２０

１０，９５４ 合計

　　　　

ｉｏ，９５４，３２０

事業収入合計 ３９，３０６

ｈ目

ノ公

益

的

事

業

‐３６‐



科

　　

目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 計合
公 州 収 計

１

　

一般正味財産増減の部

１．綾常ｉ曽滅の部

（“経常収益

基本財産運用益 脚 皿

　

○^

　

ｎｙ

　

ｎｖ

　

Ｕ^ 鯛基本財産受取利息 脚 獅

　

Ｕ^

　　

ｎｕ

　

ｎｖ 皿
事業収益

剛 剛 蜘 蜘

　

Ｕ^

　

０

獅農作業支援事業収益

馴 卿

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

０

剛保全管理事業収益

蜘 卿

　

＝^Ｕ

　

ｏ^ｕ

　

０

蜘マネジメント事業収益

剛 獅

　

＝^ｖ

　

０

　

Ｕ^

卿園芸事業収益

蜘 剛

　

ｎｖ ０

　

Ｕ^

卿除雪作業収益

　

ｎＵ

　

ｎｖ 蜘 蜘

　

＝^ｖ 蜘受取補助金等

蜘 脚

　

ｎｖ

　

Ｕ^

卿

　

０

脚受取国庫補助金

剛 剛

　

ｎｖ

　

Ｕ^

　

０

獅受取地方公共団体補助金

卿 蜘

　

Ｕ^

　

ｎＵ

獅 獅受取補助金等振替額

剛 蜘

　

ｏ^ｕ

　

ｎｕ

　

Ｕ^ 蜘雑収益

蜘
３５９，０００ 咽 蜘 鯛

　　

Ｕ^ ，蜘
受取利息

　

ｎｖ

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

Ｕ^ 脚 獅雑収益

蜘 蜘 鯛 脚 鯛 剛期末農産物棚卸高

蜘 叩

　

ｎ｝

　

ｎｖ

　

＝^ｖ 鋼経常収益計 ４０，５２８，３２０ ４０，５２８，３２０ １０，９６６，０００ １０，９６６，０００ ２，００６，０００

　

＝^ｖ
５３，５００，３２０

（２）経常費用

事業費

脚 岬 脚 岬

　

＝^ｖ 蜘役員報酬

　

ｎｕ

　

ｏ^ｕ

　

ｎＹ

　

０

　

Ｕ^
給料手当

蜘 蜘 蜘 鯛鯛 脚臨時歴資金

醐 醐 蜘 蜘 獅福利厚生費 ２，３８１，０００ 卿 脚 脚 獅退職給付費用

剛 剛 叩 岬 醐減価償却費

獅 獅 蜘 脚 伽旅費交通費

ー 脚

　

Ｕ^

　

Ｕ^ 蜘通信運搬費

蜘 蜘 蜘 蜘 剛消耗品費

獅 獅 馴 蜘 卿修繕費

剛 醐 醐 蜘 蜘燃料費

蜘 叩 蜘 蜘 蜘光熱水料費

蜘 蜘 蜘 蜘 馴支払手数料

蜘 剛 蜘 蜘 蜘賃借料

獅 獅 鯛９０６ 蜘 蜘使用料

醐 蜘 馴 蜘 獅保険料

剛 蜘 蜘 蜘 蜘租税公課

卿 蜘 蜘 蜘 卿支払負担金

蜘 馴 獅 醐 蜘委託費

蜘 蜘

　

０

　

Ｕ^

剛費雑 蜘 咽

　

Ｕ^

　

Ｕ^ 蜘期首農産物棚卸高

脚 蜘

　

Ｕ^

　

Ｕ^

卿



自

　

用 票 潔 隅 漉 掛 潔 劇

蹄 刊 榊 昇 濠 醗 彊 洲 潔 酬

爺 刊 掃 昇 豊 隅 盗 畔 欝 餅

脹 導 爺 糾 剤 昇 潔 耐 歳 欝 簡

ー 熔 掃 漏 螺 酔 〉 Ｓ 断 臨 轍

煉 樗 務 響 玲 餌

褐 榊 郭 漂 漏 蒋 謝 Ｓ 箸

ー 巌 剤 痢 環 耐 盗 洲 鄭 酸

ー 欝 用 癖 漂 醗 盗 昭 潔 酬

鵬 導 ー 賂 剤 昇 蝉 靴 繭 鰯 轍

書 舟 準 斯 臨 総

眠 轄 識 湾 掌 － 岬 難 惑

輩 緋 享 臨 調

醐 糾 城 冊 弼 塞

殻 緋 字 輝 細

翁 湾 掌 岩 鞍 準

細 部 城 陽 酬 雪 餅

坤 轡 務 浮 輪 欄 節 啄 離

歳 湾 字 声 餅

義 鴻 享 歳 欝 Ｓ 箸

脹 盗 齢 鴻 鑓 逮 綜

繍 蔵 琳 報 準

鴻 廠 賦 瑠 富 途 酵 梢

桝 耕 翠 琳 瑠 高 満 餅 娼

務 満 餅 犠 塞 栂 獣 服 醤 綿 緋 海 難 恐

瀦 蒋 欝 湖 翠

謀 輝
黙 津 油 商 斡

腕 那 霊

感 淵 澄

坤 蒔 準

精 算 洲 轡 選

緊 糧 受 競 輝

癖 器 輝
徽 部 臨

酬 前 回 覇 鯵

誹 輝 粉 脳 輝

恥 銀 蹄

脳 遜 講 な 蹄 淵

商 議 獅 許 晦

総 渋 報 膿

産 卿 総 璽

鴎 羅 蹄

　

遣

　

皿

言霊 重
］ 雲
Ｄ
Ｄ

ｏ
琶冨 冒

Ｄ

‐冒
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ

ｏ

Ｄ

　

心 切 お ～ 一 Ｎ 一 Ｗ ｑ 心

珍
珍 獣 皿 巻 繊 搬 斡 紳

雷雲 喜
重
Ｄ
Ｄ

ｏ
］ 雪
－ 霞
Ｄ

冨
ｏ
ｏ
ｏ
Ｑ
Ｑ
ｏ

Ｄ

Ｑ
ｏ
ｏ

Ｄ
ぶ

塁
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
墓 暮 轟
呈
Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
琶
ｏ
馨
ｏ ． Ｎ
÷ ｏ ー － ー ｏ

肴

轟 鵜 輩

墓
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
墓］
書
冨
Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
琶
ｏ
ｏ
ｏ
ー 琶
“ｏ

Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ
．Ｎ や 琶 ｏ
‐ ｇ：
琶
ｏ
馨
・ 。－
琶
言
言
言
琶ｇ
． ８…
曇
雪
琶
覇 冒
ｏ琶
器

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ

Ｂ 憲ｒ 殴竿 廓

昌 一 曇
重
Ｄ
Ｄ

ｏ
髪 遷

Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ

ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ
募 輯 墓 心
量
琶
ｏ
響
． ８…
‐ 琶
Ｉ
言
葦
・ 。…
ｕ 。１
曇
墓
‐ 昌
琶
Ｑ馨
聾


